Through Overcoming of Yourself Return to the Observance of the Rites! : A Trial to a Naive Humanist Philosophy; 1 by 長谷川 鑛平
｢克 己 復 礼｣





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ば introductin ないし guidanceであって,
次いでより具体的に孔子の言行や,孔子を取りま
く弟子たちの言行の採録されたのが,河間七篇で
あろう｡それにいま-篇 (和辻博士は泰伯篇,武
内博士は子等篇)を導入し,且つ郷党篇を最後に
過して上論全体の締めくくりとした｡というので
ある (前掲 r孔子1103-4頁)｡
*
私はこの辺でこの稿を終わりたいと思うのであ
るが,古典でも F論語』のように言葉数のまこと
に少ないものは,注釈者によってまるで異なった
受けとり方がされる｡素人の私としては驚くばか
りであるOそのサンプルとして,学而篇冒頭のあ
の｢子日,学而時習之--｣に言及したいと思う｡
ほかでもない,貝塚茂樹著 F論語- 現代に生き
る中国の知恵j (講談社現代新書13,1946年)から,
但し文体は, で`あります'を で`ある'にした｡
子日く,学びて時にこれを習う,亦た説 (よろ二)ば
しからずや｡朋(といあり,遠方より釆たる,亦
た楽しからずや｡人知らずLで温(うら)みず,亦
た君子ならずや｡
これはふつう,次のように解釈されている｡
まず｢学問の楽しさ,これは先生から学んだこ
とをときどき復習してみる｡そしておさらいす
るたびに,何か新しい意味を発見することだ｡｣
しかし,学問はひとりで本を読んで楽しんでい
るだけでは独りよがりになる恐れがある｡､そこ
で同好の友だちと互いに自分の意見を話し,請
じ合ってみて,初めてほんとうの進歩が可能に
なる｡｢遠方から友だちがやってきて,学問のこ
とを互いに論じ合う,それはひとりで復習して
いるのに比べて,いちだんと楽しいことではな
いか｡｣最後に｢こういう学問をやっていること
は,それだけで楽しいので,自分の学問を,人に
自慢したり,人に知られたいためにしているの
ではない｡だから,別に社会に知られないとして
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も,不満は少しもない,それで平気だという心境
になれる人こそが,君子,つまり本当の学者,ほ
んとうの人間,といえるのではなかろうかO｣
こういうのが,普通の解釈であるが,そもそも
孔子の生きていた紀元前五,六世紀の中国の歴
史的社会では,書物はまだそんなに普及してい
なかったはずである｡だから学`ぶ'というのも,
今のように先生について本を読むことではなか
った｡｢学んで時に習う｣の 時`に'というのは,
元来は四時,つまり四季のことで,田李には年
中行事として先祖や社神 (土地の神)に対してい
ろいろの祭礼が行われる｡こういう行事の際,弟
子たちはこれに参列して,かねて先生から教わ
っている礼儀作法を実習してみる｡この実習の
楽しさは,教室での学習に比べて格別であった
ろう｡そしてこういう行事には,賓客として,
他家･他村の人人が招待 されてやってくる｡｢朋
あり,遠方より来る｣わけで,お客さんたちは,
もてなしを受けて大満悦,それを眺めて主人側
の喜びもひとしお,というわけ｡祭礼や行事に
はそれぞれ職務の分担がある｡式場の表に立っ
て晴れの役をうけたまわる者があるかと思えば,
裏の方で,炊事当番など, ちっとも目立たず,
そのくせ骨ばかり折れる役廻りに廻る者もある｡
こういうかげで働 く人がなければ,華やかな舞
台もうまく回ってくれない｡そんな役目をだま
って,手も抜かずにこつこつと果たす人たちこ
そ,まことに君子とよぶべきではないか- ｡
貝塚博士は清朝の学者 ･劉宝楠の F論語正義』
の解釈の民俗学的知識を取り入れて,思い切って
拡張解釈してみたものだと断ってあるが,ほんと
うのところは,こんなところであろうかと私は内
心すこぶる感心したので,敢えて長長と紹介した｡
*
ところでもうー っ｡上論の最後,｢郷党第十｣の
最後は ｢色斯挙兵,胡而複葉0日,山梁雌雄,時
哉時哉｡子路共之,三嘆而作｡｣であるが,これは
極めて難解の文章で,さすがの朱子も,恐らく閑
文があるのであろうと言って敢えて解釈しなかっ
た由｡大抵の注釈書は古注 魂の何畳の 『論語集
解』)に従って,
色みて斯(ここ)に挙がり,瑚りて而して後集(とど)
まる｡日わく,山梁の雌経,時なるかな時なるか
なと｡子路これを共す｡三たび嘆ぎて作(た)つ｡
と訓んであり,
鳥が人の様子を見て飛び上がり,空中をかけ
めぐって,適当なところへさっと舞い降りる｡
孔子がこれを見て,｢山の橋のあたりのめす堆
よ,時を得たものだなあ,時を得たものだな
あ｣と嘆息された｡これを聞いた子路が,礼
子の意中を誤り察して,その経を捕えて,こ
れを食膳に供したところ,孔子は 〔折角の料
理ながら,子路の心なきしわざに〕三たびそ
の臭いをかいただけで,料理に手をつけず
立ってしまわれた｡
と解釈したものがあるのであるが,これはひどい｡
武内義雄の岩波文庫旧版では
〔孔子山に行いて雌雄を見る〕,色斯(-色然)(おど
ろ)きて挙 (bが)り翻って複葉 (くだ)る.日く,山梁
の雌雄,時(-善)(よい)かなよいかなと｡子路之に
共(むか)-ば,三たび具･(はねひろ)げて作 (た)つ｡
と訓んである｡何のことかよく分らない｡
和辻博士はこれをほほえましい詩的の一場面と
して受けとって
｢これは孔子が子路と共に山に行って雌雄を見た
時の話である｡孔子が近づくと,一度は驚いて飛び
立ったが,少し掬ってからまた孔子のあたりへ下り
てくる｡それを見て孔子が善いかな菩いかなと云っ
た｡ところが子路がその姓の側へ寄ろうとすると,
経は飛ぼうとして止め,また飛ぼうとして止めた
が,結局三度目に飛びあがってしまった｡この情景
は,鳥さえも孔子だけにはなついたということを
語っている｡こういう描写を郷党篇の最後に置いた
ことは,編者に対して幾分の心にくさをさえ感ぜし
めるであろう｡｣
と結んである｡難解な古典の受けとり方にこのよ
うな甚だしい距りのあることに,素人の私はびっ
くり仰天した次第である｡
ついでに英訳本をのぞいてみると,彼らもやは
り処置に困ったらしく,次のようになっている｡
JamesR.Ware:Seeingthegroop,abirdflewout
ofreach,andafterflittingaboutforatime
cametoperch.Confuciusthenremerked,"The
femalebirdmereontheridgecertainlyknows
howtoadaptitselftocondition!"Wh enYen
Yen[子路?] triedtocatchit,itutererd
threecriesandflewaway.
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D.C.Lau:Startled,thebirdroseupandcircled
roundbeforealighting.He[Confueius]said,
T`hefemalepheasantonthemountainbridge,
howtimelyheractionis,howtimelyheraction
is!' Tzu-1u[子路]cuppedonehandinthe
otherinagestureofrespecttowardsthebird
which,nappingitswlngSthreetimes,flewaway.
読み比べてみて,同じものがどうしてこんなにま
で造って翻訳されるものか,誰しもただただ驚く
ほかないであろう｡
*
稿を終って,私は ｢克己復礼｣というのが､中
国における先頃の文化大革命運動の一端として
の,｢批林批孔｣運動において,熱っぽく取り上げ
られたテーマであったことを思い出した｡孔子の
生きた春秋(770-476B.C.)の末期は,土地所有制
に大変革が起りつつあった｡従来の,奴隷的農民の
労役を基礎とした王侯の大土地所有制は,一部新
興封建地主層の指頭によって動揺し始めていた｡
孔子の祖国の魯について言えば,李孫 ･叔孫 ･孟
孫という三家の家老級の有力者が大夫 ･陪臣屑の
代表者,新興勢力の代弁者として,君主であり旧
大地主である王侯の勢力を庄倒して,いわゆる下
魁上の形勢をなしていた｡その新しい情勢を承認
できなかった孔子は,新情勢の出現に亡国の徴を
見,人倫の喪失をなげいて,よき古 (いにしえ)-か
えろうとして ｢克己復礼｣を説いた,というので
ある｡孔子は古代における反動の典型であった,
その現代版が林彪だというのであった｡しかし,
この ｢批林批孔｣には,最近,揺り返しがあり,
林彪の名誉回復も言われている｡今は,準備もな
いので,この現前の問題には,立ち入らないこと
にする｡
(1981年5月27日稿 ･8月10日補筆)
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